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事務局便り 

定例会議と探鳥会、諸活動の履歴（2025.1月～8月） 

    探鳥会での出現種データ詳細は後のページに記載しています 

2025年度全国一斉ガン・カモ調査に参加 
　1月9日（木）に実施．今年は飛び入り参加も非会員も含めて2名あった。担当区域であ
る武庫川中流域の生瀬橋から武庫川新橋間を調査。参加者は12名でカモ類とカワウをカ
ウントした。  

1月 9日 第373回役員会 
9日 全国一斉ガンカモ・カワウ調査 参加者12名
9日 「せきれい」新年号発行
12日 定例探鳥会　昆陽池公園 参加者28名、44種確認

22、24日 仁川小学校 野鳥観察(環境体験学習) 指導 参加者14名
26日 定例探鳥会　AEONから武庫川 参加者14名、36種確認

2月 6日 第374回役員会 
９日 定例探鳥会　きずきの森 参加者17名、22種確認
23日 定例探鳥会　道場千刈コース 参加者17名、30種確認

3月 ６日 第375回役員会
9日 定例探鳥会　夙川 参加者26名、33種確認
23日 定例探鳥会　三田～新三田 参加者19名、34種確認

4月 3日 第376回役員会
20日 春季懇親会 参加者  21名
27日 定例探鳥会　大阪城公園 参加者23名、21種確認

5月 １日 第377回役員会
11日 定例探鳥会　道場　塩田八幡宮コース 参加者19名、32種確認
25日 定例探鳥会　妙見山 初谷渓谷 参加者8名、22種確認

6月 ３日 第378回役員会
８日 定例探鳥会　武田尾近辺 参加者21名、21種確認
22日 定例探鳥会　三田～新三田 参加者14名、20種確認

7月 ３日 第379回役員会
10-15日 第35回作品展 延べ参加者　202名
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　カモ類は９種を確認。相変わらずオカヨシガモ、コガモがは多かったが、ヒドリガモ、
マガモはめっきり減少、カルガモ、オナガガモ、キンクロハジロ、ハシビロガモ、ホシハ
ジロなどを観察した．総数は429羽で昨年と比べ237羽の減少であった。 カワウは少な
くて９羽を観察したのみ。  
　  
仁川小学校　３年生　野鳥観察（環境体験学習）  
　現在各小学校では3年生が環境体験学習として、植物観察や川の観察等いろいろな体験
学習をしているようで、この度当会に仁川小学校から野鳥観察の指導を依頼された。3年
生120人を６０人ずつに分けて、1月22日（水）、24日（金）に実施した。  
　教室内で鳥の話と映写を約30分行ったあと、弁天池に向った。 弁天池は10月頃には水
を抜いていたが、当日は水は戻っていた。カモ類はヒドリガモ、マガモ、カルガモ、オカ
ヨシガモくらい、他にはスズメ、メジロ、ヒヨドリ、イソヒヨドリ、ハクセキレイ、ジョ
ウビタキ、キジバト、ドバトなどを観察した。  
　最後にもう一度校庭に戻り、まとめをして終了した。  

春季懇親会 
　2025年度　春の懇親会を4月20日に南口会館で実施、21名の参加を得た。 
　話題提供を「新進気鋭会員の活動ぶりの紹介」として、比較的最近入会されて活発に活
動されている7名の会員のトークリレーを楽しんだ。食事、懇談の後に以前やっていた
オークションを復活させてみた。出品者2名３点であった。写真展示とショートトークは
4名、7点の展示があった。 
　懇親会後にサポーターズ会議を開き、11名の参加を得て12月までの定例探鳥会の担当
者を決定した。 

広報活動 
　作品展で出品された作品を国際文化センター入り口横のギャラリーに10月から3ヶ月に
渡り展示（１ヶ月ごとに展示内容更新）して、会の活動広報として寄与した。作品展に出
品された会員の作品を順次入れ替えた。 
　FM宝塚が探鳥会（5月25日塩田八幡宮コース、6月8日武田尾近辺）の様子などをリー
ダーと携帯電話で連携しながら中継オン・エアーした。探鳥会の様子がリアルに広がった
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と思われる。それを契機に、逆瀬川FM宝塚サテライト横の展示パネルに会員提供の鳥写
真（秋季懇親会の出品されたもの）が2回（2週間x2回）にわたって展示され、会の活動
を紹介するポスターも並べて、宣伝に大いに寄与した。 
　宝塚市の広報およびホームページに引き続き当会の探鳥会予定が紹介されて、非会員か
らの問い合わせや探鳥会参加が増えた。それと関連して当会のホームページへのアクセス
も増えている。 

第35回作品展 

　7月10日から15日まで国際文化センターにて開催した。出品作品数は76点（写真70
点、絵画2点、川柳2点、フォトブック2点）、出品会員数14名であった。 
　観覧者数 一般145名、会員のべ62名で、概ね例年と同じレベルであった。　　 

会員異動（2025.01月～8月） 

　入会　1名　　　退会　2名  現在数　51名 

今後の予定（2025.9月～12月） 

　役員会は毎月第1木曜に開催。定例探鳥会は第２、４日曜日に開催します。ただし9月
の探鳥会は9月21（日）、23日（休日）の変則開催（塩尾寺タカの渡観察）です。 

　10月に総会を開催予定です。併せて一般市民に開放した公開講座を開催予定です。話題
提供を昆陽池チームKの尾崎雄二氏を予定しています。 

原稿募集

表紙に毎号違ったセキレイの写真を載せています。セグロセキレイ、ハクセキレイ、キ セ
キレイなど、あなたが撮った写真で会報表紙を飾ってみませんか?　ぜひ編集者までお送 
り下さい。 

これまで通り、研究、調査報告文、各地の探鳥記録、鳥にかかわるエッセイや主張、気に 
入ったイラストなど多様な寄稿を募集しています。フォトコーナーでの鳥写真の掲載も呼 
びかけます。奮って応募してください、送付は編集者まで。 

原稿等送付先はメール添付(fyamao@me.com)か、郵送の場合は裏表紙に記載の事務局住 
所まで。 
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定例探鳥会で確認した野鳥リスト　     2025年 1月～2025年9月（7,8月は休会）

回　　　　数 1043 1044 1045 1046 1047 1048 1049 1050 1051 1052 1053 1054 1055 1056
月　　　　日 1/12 1/26 2/9 2/23 3/9 3/23 4/13 4/27 5/11 5/25 6/8 6/22 9/21 9/23

探　鳥　地
昆陽池
公園

武庫川
沿い（イ
オンモー
ルからコ
スモス
畑）

きづきの
森

道場　　
千刈ダム 夙川

三田〜
新三田

雨天中
止

大阪城
公園

道場・　　　　
塩田八
幡宮

妙見山
初谷渓

谷
武田尾

三田〜
新三田 塩尾寺 塩尾寺

参加者数 29 14 17 17 26 19 23 19 8 21 14
科　目 種　　名 確 認 種 確 認 種 確 認 種 確 認 種 確 認 種 確 認 種 確 認 種

キジ キジ ✔

コジュケイ ✔ ✔

カモ オカヨシガモ ✔

ヒドリガモ ✔ ✔ ✔ ✔

マガモ ✔ ✔ ✔

カルガモ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ハシビロガモ ✔ ✔

オナガガモ ✔ ✔

ホシハジロ ✔ ✔

トモエガモ ✔

コガモ ✔ ✔ ✔ ✔

キンクロハジロ ✔ ✔

ミコアイサ ✔

ウミアイサ ✔

カイツブリ カイツブリ ✔ ✔ ✔ ✔

アカエリカイツブリ

カンムリカイツブリ ✔ ✔

ハジロカイツブリ ✔

ハト キジバト ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

アオバト ✔

ウ カワウ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

サギ ゴイサギ ✔ ✔ ✔

ササゴイ ✔

アオサギ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ダイサギ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

コサギ ✔ ✔ ✔

クイナ オオバン ✔ ✔ ✔ ✔

カッコウ ホトトギス ✔
✔ s

チドリ ケリ ✔ ✔

イカルチドリ ✔ ✔

コチドリ ✔ ✔

シギ クサシギ ✔ ✔ ✔

イソシギ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

カモメ ユリカモメ ✔ ✔ ✔

ミサゴ ミサゴ ✔

タカ トビ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ハイタカ ✔

オオタカ ✔

ノスリ ✔ ✔
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カワセミ カワセミ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

キツツキ コゲラ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ c
アオゲラ ✔ ✔ s ✔ s

ハヤブサ チョウゲンボウ ✔ ✔

カササギヒタキ サンコウチョウ ✔ ✔ s
モズ モズ ✔ ✔ ✔ ✔

カラス カケス ✔ c ✔ v
ハシボソガラス ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ハシブトガラス ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

シジュウカラ シジュウカラ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ヤマガラ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ヒバリ ヒバリ ✔ ✔

ツバメ ツバメ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

コシアカツバメ ✔ ✔

イワツバメ ✔ ✔ ✔ ✔

ヒヨドリ ヒヨドリ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ウグイス ウグイス ✔c ✔ ✔ ✔ ✔ s ✔ ✔ s ✔ s ✔ s
エナガ エナガ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ムシクイ メボソムシクイ

エゾムシクイ ✔ s
センダイムシクイ ✔ s ✔ ✔ s ✔ s

メジロ メジロ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ s ✔

ヨシキリ オオヨシキリ ✔ ✔

セッカ セッカ ✔

ムクドリ ムクドリ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ヒタキ シロハラ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ツグミ ✔ ✔ ✔

ルリビタキ ✔ ✔

ジョウビタキ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

イソヒヨドリ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

キビタキ ✔ ✔ ✔ s
オオルリ ✔ ✔

スズメ スズメ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

セキレイ キセキレイ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ハクセキレイ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

セグロセキレイ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

アトリ アトリ ✔ ✔

カワラヒワ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

べニマシコ ✔ ✔

イカル ✔ ✔

ホオジロ ホオジロ ✔ s ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

アオジ ✔ ✔ ✔ ✔

外来種 ソウシチョウ ✔ c
合　　　計 44 36 22 30 33 34 0 21 32 22 21 20 0 0
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編集後記 

７月の作品展の準備と実施に大変時間を取られ、睡眠不足で心房細動を

引き起こしたりで編集子の毎日も散々だったが、やっとの思いで作品展も

成功裏に終わった。と、一息入れる間もなく今度は本号の編集作業が待っ

ていた。なんとか時間をやりくりしてやっと間に合った感。いろいろ工夫

をしたい点も多々あったのだが、今回はそれもかなわずお許し願いたい。

手抜きはないが急いだので、細かいところで間違いや勘違いがあるかもと

気苦労が後を絶たない。 
猛烈な酷暑の中、鳥観察も大変な時期だが活発な会員諸氏にあっては盛

んに歩き回っておられるやに聞く。体の弱った編集子には羨ましい限り。

みなさまにあっても熱中症などに注意してお過ごしいただけるよう祈り

つつ・・・・ 
 


